
   ５ 市 場 事 業 

 

第１ 概要 

（１）事業数 

 事業数 7 事業 （前年度 7 事業） 

法適用事業 1（前年度と同様）（財務適用） 

法非適用事業 6（前年度と同様） 

 このうち，中央卸売市場（卸売市場法第５条

の規定により農林水産大臣が定めた「中央卸売

市場整備計画」に基づき開設されているもの）

が 2 事業，地方卸売市場（同法第６条の規定に

より都道府県知事が定めた「都道府県卸売市場

整備計画」に基づき開設されているもの）が 5

事業となっている。 

 

（２）取扱高・売上高 

取扱高 445,918t 

前年度（456,265t）比 2.3%減 

売上高 1,314 億 11 百万円 

前年度（1,294 億 72 百万円）比 1.5％増 
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取扱高、売上高の推移 

（千ｔ） （百億円） 

（年度） 

取扱高計  446 千 t 

 

売上高計  13.1 百億円 

 

野菜 302 千 t 

 

水産物 5.2 百億円 

 

野菜  5.4 百億円 

 水産物 58 千 t 

果実 2.3 百億円 

 

取扱高 

売上高 
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第２ 経営状況 

（１）収益的収支            

＜法適用事業＞ 

経常収支比率  101.5％  前年度（100.7％）比 0.8 ポイント増 

経常利益    11.6 百万円 前年度（    5.6 百万円）比  106.8％増 

経常収益  7 億 88.8 百万円 前年度（ 7 億 68.6 百万円）比 2.6％増 

経常費用  7 億 77.3 百万円 前年度（ 7 億 63.0 百万円）比 1.9％増 

＜法非適用事業＞ 

収益的収支比率 93.4％  前年度（93.0％）比 0.4 ポイント増  

   総収益  19 億 21 百万円 

    前年度（19 億 19 百万円）比 0.1％増 

総費用  17 億 35 百万円 

 前年度（17 億 07 百万円）比 1.6％増              

 収支差引  1 億 86 百万円 

前年度（ 2 億 12 百万円）比 12.2％減 

総収益のうち 57.2％を占める料金収入 

(10 億 99 百万円)は，前年度より 6 百万 

円減少した。 

   他会計繰入金 3 億 23 百万円 前年度（3 億 51 百万円）比 8.1％減 

収益全体の 16.8％を占める。 

繰出基準に基づく基準内繰入金は 3 億 05 百万円で，繰入金全体の 94.3％である。 

(2) 資本的収支 

＜法適用事業＞ 

資本的収入  7 百万円 

前年度(1 億 00 百万円)比 93.2％減 

資本的支出  3 億 89 百万円  

前年度(3 億 53 百万円)比 10.4％増 

＜法非適用事業＞ 

資本的収入  1 億 64 百万円 

前年度(1 億 78 百万円)比 8％減 

資本的支出  3 億 99 百万円 

前年度(4 億 08 百万円)比 2.2％減 

 資本的収入のうち，他会計繰入金は 1 億 52 百万円（92.7％）であり，繰出基準に基づく基準内

繰入金は 1 億 50 百万円で，繰入金全体の 99.1％である。 

区 分 

法 適 法 非 適 

収益的 

収 支 

資本的

収  支 

収益的 

収 支 

資本的 

収 支 

繰 出 し 

基準額Ａ 
248 94 456 161 

実繰入額 

Ｂ 
248 0 323 152 

Ｂ／Ａ

（％） 
100.0 － 70.8 94.2 

他会計繰入金の状況 （単位：百万円） 

100.6 100.1 100.1 100.7
101.5

96.8 96.2 95.4 
93.0 

93.4 

80.2
81.2

75.3
74.0

74.1

60

65

70

75

80

85

90

95

100

105

21 22 23 24 25

（％）

（年度）

経常比率の推移

経常収支比率

（法適）
収益的収支比

率（法非適）
営業収支比率
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第３ 今後の課題 

〈繰入金の適正化〉 

 市場事業は，市場内取引の公正を期するための指導監督及び事業の公益性等を考慮すると，  

単純に独立採算制を維持することが困難な面もある。 

 しかし，この点については，繰出基準において所要の額（当該年度の営業費用の 30％に相当  

する額）の繰入れが認められているので，この基準内の繰入金により健全な経営が行えるよう  

努める必要がある。 

 また，大型店出店等に伴う流通構造の変化，消費者ニーズの多様化など，市場事業の環境変化

を踏まえ，市場の経営体質強化，効率化等を図るため，経費の節減等により，一層の合理化を   

促進するとともに，長期的な経営見直しを行い，効率的な施設整備を行うことも求められている。 

 

業務状況等の推移（市場事業） 

22 23 24 25

343,459 343,327 343,329 343,329 343,449 △ 0.04 0.00 0.00 0.03

野　菜 333,889 306,859 307,431 304,040 302,256 △ 8.10 0.19 △ 1.10 △ 0.59
果　実 102,435 85,245 86,445 83,806 79,888 △ 16.78 1.41 △ 3.05 △ 4.68
水産物 82,778 76,600 69,765 62,512 57,728 △ 7.46 △ 8.92 △ 10.40 △ 7.65

その他 5,935 5,696 5,643 5,907 6,046 △ 4.03 △ 0.93 4.68 2.35

計 525,037 474,400 469,284 456,265 445,918 △ 9.64 △ 1.08 △ 2.77 △ 2.27

野　菜 58,257 59,148 53,678 50,501 54,059 1.53 △ 9.25 △ 5.92 7.05
果　実 24,611 25,091 23,825 22,830 22,760 1.95 △ 5.05 △ 4.18 △ 0.31
水産物 67,954 63,842 60,444 53,400 51,798 △ 6.05 △ 5.32 △ 11.65 △ 3.00
その他 3,034 2,789 2,747 2,741 2,794 △ 8.08 △ 1.51 △ 0.22 1.93

計 153,856 150,870 140,694 129,472 131,411 △ 1.94 △ 6.74 △ 7.98 1.50

69 67 63 62 62 △ 2.90 △ 5.97 △ 1.59 0.00

23 24

　  年　度

項　目

売
上
高

（

百
万
円
）

職　員　数

25
増減対前年度率（％）

延施設面積（㎡）

取
扱
高

（

ｔ
）

21 22
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